
 
学校教育目標  

「ふるさと中原を担う生徒の育成」 

   ～自律と共同を通して～ 

 
今回の学校だよりは、私立高校・県立高校一般選抜試験受験者対象面接練習、2年生立志式、中原中学校の歴

史パート21（第21代校長 多々良清弘先生 H12～14年のころ）、「本気」になれるコトバ、2月～3月の主な行
事予定について紹介します。 
 
○私立高校・県立高校一般選抜試験受検対象者面接練習 
    最近の高校入学試験では、ほとんどの高校で面接が課せられています。面接

も点数化され、合否の判断材料の一つになります。そこで、面接試験にも慣れ

ておく必要があるため、3年生スタッフだけでなく、仕上げ練習では、校長・教

頭・教務を含めた全職員で面接練習・指導にあたっています。 

  面接練習では、礼儀作法の指導や志望の動機、将来の夢、高校で頑張りたい  

ことなどの質問について実践を想定して応答することを通して、進学すること 

の意味や目的を本人自身に再確認させています。 

  総合的な学習の時間や学級活動の時間に面接指導を行い、私立高校推薦入学 

試験受験者には、1月 10日(金)に、県立高校一般選抜試験受験者には、2月 21 

日(金)に仕上げの面接指導を計画しています。 

 
○２年生立志式 
  1月 20日(月)の 5,6時間目に、本校 2年生は立志式を行いま  

した。学校だより第 26号で、学力向上のための秘訣として青山 

学院大学駅伝部の原 晋 監督のチームづくりの手法（選手個々 

の目標設定と管理）を紹介し、自分自身の将来の夢（目標）を 

もつこととそのための工夫（目標管理）について皆さんに投げ 

かけました。その際、「立志」ということばを紹介しましたが、 

今回はその立志について考えたいと思います。 

立志式とは、昔 

十五歳前後に元服という大人になるための儀式が行われていたこと

から、満十四歳の立春の日に将来の決意や目標などを明確にすること

で大人になる為の自覚を深めるために実施されています。 

 幕末の越前藩（現在の福井県）に橋本 左内という人がいました。

この人は、1859 年安政の大獄で吉田松陰とともに大老井伊直弼によ

って処刑されたことでも有名です。この人は、『啓発録』という書物

のなかで、稚心をさり「志を立つ」ということを唱え、生き方の決意

を固めるということも説いています。 

また、3学期始業式講話の中でも紹介しましたが、幕末から明治期にかけて経済分野で近代日本の礎を築いた 

渋沢 栄一氏は、『夢七訓』の中で「人は夢がないと何も始まらない。その夢を具体化して理想となり、その夢 

や理想を持ち続ける意志の強さが信念 

となる。そして、一週間後、一ヶ月後、 

一年後の計画を立て、その計画に基づ 

いて実行すれば、成果、結果が自ずと 

現れ、幸福を手にすることができる．」 

と唱えています。 

  みなさん一人ひとり、自分自身の夢 

をもち、志を立て、日々生活を送って 

ほしいと思います。孔子（古代中国の思想家）の『論語』の中に「吾、十五にして学に志す」とあるように、 

15歳前後の中学生のみなさん、これからの自らの生き方を考える機会に是非してもらいたいと思います。 

学校だより(いしがき) 

  第 ２７ 号   令和 ２ 年 １ 月 ３０ 日    

  文責 . 校長 石橋 節二 TEL９４－２０３８ 

 



○中原中学校の歴史 パート21 
第21代校長 多々良清弘先生は、平成12年～14年の3年間 

本校勤務でした。この頃の主な出来事としては、シドニー 

五輪（H12）、ニューヨーク同時多発テロ（H13）、日韓共 

催サッカーワールドカップ大会（H14）がありました。学 

校関係では,これまでの交通安全教育が評価され、平成13 

年4月に佐賀県警本部から表彰されました。 

  写真は、平成13年度の教職員の集合写真、合唱コンクー 

ル(H12)、マーチング（H14)、体育大会看板（H12・H13・H 

14)、H14修学旅行（関西）、体育大会騎馬戦（H12)、交通 

安全教育推進に係る表彰状（H13)です。  

  全校生徒数は、平成13年は289人でした。 

 

 ○「本気」になれるコトバ 
  前回は、校長室本棚にある『ありがとう、先生！』という本の中から、「根気」が強くなるコトバをいくつ

か紹介しました。今回は、「本気」になれるコトバの中から私自身なるほどと思ったものを紹介します。 
  

・大切なのは“何年生きたか”よりも、“何をして生きたか” 
 ・“やればできる”ではなく、“やらなきゃできない”のです 
 ・努力をしている人は希望を語り、怠けている人は不満を語る 
 ・やらされている、と思うから重荷になる 
 ・どの職業に就くかではなく、どう働くかである 
 ・一生懸命働けば知恵が出る。中途半端に働くと愚痴が出る。 

いい加減に働けば言い訳が出る 
 ・何をやったかじゃない、何のためにやったかだ 
・本気になれば世界が変わる 
・本当の強い人は、人にやさしくできる人 

 

○２月～３月の行事予定     ※太字は 3年生入試関係 
・生徒朝会 2/3（月）                          ・県立高校特別選抜試験 2/6（木）      

・みやき町教育の日（授業参観） 2/8（土）    ・全校朝会 2/10（月） 

・学年末テスト 2/19（水）、20（木）、21（金） ・県立高校一般選抜試験 3/4（水）、5（木） 

・3年生修了式 3/6（金）            ・令和元年度第73回卒業証書授与式 3/7（土） 

・全校朝会 3/9（月）              ・県立高校合格発表 3/12（木） 

・大掃除 3/19（木）              ・修了式、辞任式 3/24（火） 


